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　哲学プラクティスとは、哲学を大学のアカデミックな場所に限定せず、広く私たち
の生活に実際に「開業（ Practice）」することによって活用していこうとする欧米で
の運動である。こうした運動は私たちの臨床哲学の試みと重なる部分が多いことから、
今年7月、オックスフォードで開催された「第５回哲学プラクティス国際学会（Fifth
International Conference on Philosophy in Practice）」に、臨床哲学メンバー５人
（寺田、中岡、仁平、堀江、本間）が出席した。この学会への臨床哲学研究室からの
出席は、昨年に続いて二度目である。今年のテーマは「対話を通して思考する
（Thinking through Dialogue）」というもので、4日間（7/27～30）で２カ所の学
寮を借りて6つの講演と合計48もの個別セッションが開かれた。また、本大会の前
にプレ・カンファレンスとして「ソクラティック・ダイアローグ」というグループ討
議のワークショップが３日間（7/24～26）あり、寺田、中岡、堀江、本間の４名が
参加した。
　個別セッションは、大きく「哲学カウンセリング・哲学コンサルティング」「子ど
ものための哲学」「ソクラティック・ダイアローグ」の３つのサブテーマに分けられ、
私たちもそれぞれの分野に手分けして偏りなく参加するよう心がけた。今回のメチエ
では、その報告を特集する。
 特集　哲学プラクティス
  in Oxford
